
　2021 年から３年間、ドライバー、
監督とも同じ体制で臨んできた TGR 
TEAM ENEOS ROOKIE は、2024
年も宿願のチャンピオンを目指して
SUPER GT に挑戦する。ただ今シー
ズン、チームには新たな風が加わった。
大黒柱である大嶋和也のパートナー
として、昨年までライバルメーカーで
戦っていた福住仁嶺が移籍加入したの
だ。もともと世界を舞台に戦ってきた
若き才能は、オフシーズンのテストか
らチームに溶けこみ、そのスピードの
片鱗をみせてきた。
　迎える 2024 年の開幕戦の舞台は、
例年同様岡山国際サーキット。チーム
にとっては 2021 年、2022 年と連
勝を飾っている相性が良いコース。オ
フの公式テストでも速さをみせていた
ことから、期待をもって４月13日（土）
の予選日に臨んだ。

　ただ、例年朝晩を中心に厳しい冷え
込みとなる岡山だが、走行前日の４月
12 日（金）から汗ばむような初夏の
陽気となっていた。SUPER GT では、
その週末のコンディションを読み、気
温、路面温度に合ったタイヤを事前に
選ぶことが最も重要となる。その点で
は、この暖かさは多くのチームにとっ
てやや高すぎる気温だった。
　４月 13 日（土）、午前９時 30 分
からスタートした公式練習の天候は晴
れ。走行開始時のコンディションは気
温 20℃／路面温度 26℃という４月
とは思えぬコンディション。ENEOS 
X PRIME GR Supra は大嶋からステ
アリングを握りコースインすると、二
度のピットインを経て福住に交代。ロ
ングランを行い、再度大嶋に交代した
後、GT500 クラスの占有走行の時間
でふたたび福住に交代した。

　2024 年から SUPER GT はレギュ
レーションが変わり、公式予選は Q1、
Q2 の合算タイムで争われることにな
る。ふたりのベストタイムがどちらも
重要になるが、ENEOS X PRIME GR 

Supra は大嶋が１分 18 秒 889、福
住が１分 18 秒 814 と、ふたりとも
コンスタントなタイムを記録。気温が
高すぎるのが懸念材料だが、公式練習
は７番手で終えた。

公式練習 ４月 13 日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ
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岡山国際サーキット（岡山県）
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　近年の好結果からすればやや不満の
残る５番手とはいえ、決勝レースでは
十分に表彰台を狙えるポジションにつ
け た ENEOS X PRIME GR Supra。
迎えた４月 14 日（日）の決勝日は、
前日よりもさらに気温が上がり、気
温 26℃／路面温度 39℃というコン
ディションとなった。スターティング
グリッドに訪れた豊田章男オーナーも
ポロシャツ姿で、今季開幕らしくサー
キットを訪れた福住の家族を紹介され
ると笑顔をみせた。
　そんな和やかなムードから一変し、
午後１時 30 分にフォーメーション
ラップがスタートするとサーキットの
ボルテージは一気に上がり、決勝レー

　午前から季節はずれの暑さとなっ
た岡山国際サーキットだが、午後２
時から始まった公式予選開始時には、
気温は 26℃まで上昇。路面温度も
36℃まで上がっていた。今回、TGR 
TEAM ENEOS ROOKIE が選んでい
たタイヤは、同じ GR Supra 勢のなか
でも若干異なる柔らかめのもので、気
温はチームの想定よりもやや高すぎる
ものではあった。
　とは言え、パフォーマンスを引き出
すことを考えれば想定内でもあった。
今季から初めて導入されたタイム合算
方式の公式予選に向け、チームはまず
は Q1 のアタッカーに福住を起用。４

公式予選

決勝レース

４月 13 日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

４月 14 日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ

周目、福住は期待に応え１分 17 秒
788 というタイムを記録し３番手と
好位置につけた。今シーズン、予選は
Q1 と Q2 の合算だが、一方でタイヤ
は１セットしか使えない。さらにその
タイヤでレースのスタートまでこなさ
なければならないのだ。Q2 の大嶋の
ためにタイヤのグリップを残しつつ、
福住はきっちりと仕事を果たし好タイ
ムを記録してみせた。
　そんな頑張りに応え、大嶋は Q2 で
ユーズドタイヤでのアタックながら、
１分 18 秒 424 を記録。合算タイム
で ENEOS X PRIME GR Supra は５
番手という位置につけた。

スの火ぶたが切って落とされた。開幕
戦で ENEOS X PRIME GR Supra の
スタートを務めたのは大嶋だ。
　レッドシグナルが消灯すると、大
嶋は１コーナーに向けてターンイン
していくが、ここで６番手スタート
の #23 Z NISMO GT500 が大嶋の
アウトから並びかけてくる。ターンイ
ンしていた大嶋はわずかにアンダース
テアが出てしまい、#23 Z NISMO 
GT500 と接触してしまった。
　とはいえ、ENEOS X PRIME GR 
Supra にそこまで大きなダメージはな
く、大嶋は５番手を守ってオープニン
グラップを進めていく。ただ接触のダ
メージがあったのか、その背後にいた
#3 Z NISMO GT500 の先行を許し、
ヘアピン立ち上がりのリボルバーコー
ナーに入っていった。
　さらに #12  Z NISMO GT500 が
大嶋をかわそうとリボルバーコーナー
に入ってくるが、大嶋のリヤをプッ
シュ。スピン状態に陥ってしまった。
姿 勢 を 乱 す ENEOS X PRIME GR 
Supra に #12 Z NISMO GT500、
さらにその背後につけていた #17 
CIVIC TYPE R-GT と い う 2 台 が
ENEOS X PRIME GR Supra に激し
くヒットしてしまった。

「何回当てられたか分からないくらい」
という大嶋はなんとか姿勢を立て直し

再走するが、リヤエンドを大きく破損。
このアクシデントで導入されたセーフ
ティカーランの間にガレージに戻るこ
とになってしまった。
　車両のダメージは大きいが、レー
スを諦めるわけにもいかない。チー
ムは大急ぎで ENEOS X PRIME GR 
Supra を修復すると、福住が乗り込み
再コースインを果たした。家族が観て
いる前で、１周もせずに帰るわけには
いかない。福住のチーム初レースに、
チームも気持ちで応えてみせた。
　しかし、修復にかかった時間は 57
分ほど。上位争いに加わることはで
きない差がついていた。それでも
ENEOS X PRIME GR Supra は 今

シーズンの残り７戦、そして来季に繋
げるべく、決勝レースを走るからこそ
得られる貴重なデータを集めた。
　ENEOS X PRIME GR Supra は
43 周を走りチェッカーを受けたもの
の、トップとは 39 周差がついており、
完走扱いにはならなかった。
　レース後、豊田大輔 GM は「アクシ
デントが起きたのが開幕で良かったと
考えよう。最終戦では取り返しがつか
ない」と次戦以降の戦いに向けて、チー
ムを鼓舞した。
　シーズンはまだ始まったばかり。
TGR TEAM ENEOS ROOKIE は次戦
以降、開幕で失ったポイントを取り返
していくべく、必勝体制で臨んでいく。



ドライバー／監督コメント

決勝スタートは一瞬遅れて、23 号車に並ばれたのですが、１コーナーに入ったときにロックして、
アンダーステアが出て押し出すかたちになってしまいました。その後エアロが壊れた影響があっ
たのか、アトウッドで遅れ、その後 12 号車がコントロールを失って当たってきてしまいました。
何度か衝撃があったので状況は良く分かりません。週末のクルマのフィーリングは悪くなかった
のですが、持ってきていたタイヤがまわりと違うもので、使い方が少し難しいものでした。レー
スペースを見ても、どれが正解だったのかは分かりませんでしたね。難しいレースウイークになっ
てしまいました。こんなレースになってしまったので、第２戦富士は狙っていきたいですね。僕
もこのままでは気持ちが悪いので、なるべく早く結果を出しにいきたいと思っています。

ここまでレースウイークの気温、路面温度が上がったのは予想外でしたね。僕たちが選んだタイ
ヤは少し柔らかめのものだったので、予選も厳しい戦いになるかと思いましたが、その中でもふ
たりで頑張って、予選は５番手につけることができました。決勝はスタートでもったいないとこ
ろもあったと思いますし、流れが良くなかったですね。観ている側としても悔しい気持ちでいっ
ぱいでした。でもその後、チームが頑張ってクルマを直してくれましたし、今回家族が観に来て
いるなかで、何も走らずに帰るわけにはいきませんでした。チェッカーを受けることができたので、
その点は感謝ですね。今回 GR Supra 勢が速かったので、この流れで次は僕たちが勝ちにいきた
いです。このチームで早く結果が残せるように頑張りたいです。

開幕戦でノーポイントになってしまったのは記憶にないだけに悔しい週末になってしまいました
ね。次戦の富士は地元でもありますし、ポールポジションの３ポイント、さらに優勝の 20 ポイ
ントを獲るようにしなければいけません。そうしないとランキングでも上位と離されてしまいま
すからね。とにかく確実に優勝しないといけません。このレースウイークはコンディションに対
してタイヤが難しいところがあったかもしれないですけど、レースでは車両を修復した後、走行
していても決してペースが悪いわけではありませんでしたからね。クルマにポテンシャルはある
と思っています。とにかく次戦は、今回のことを帳消しにできるように優勝しなければいけない
と思っています。

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 福住 仁嶺　Nirei FUKUZUMI

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第１戦 岡山国際サーキット　リザルト

４月 13 日　公式練習（GT500）

４月 14 日　決勝レース（GT500） 2024 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

４月 13 日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 1’17.923

2 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 1’18.458

3 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’18.581

4 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’18.701

5 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’18.713

6 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 1’18.783

7 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 1’18.814

8 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 1’18.944

9 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 1’19.040

10 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 1’19.044

11 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ J. アレジ BS 1’19.052

12 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 1’19.225

13 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 1’19.250

14 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 1’19.950

15 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’21.547

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 2h02’48.219

2 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 11.011

3 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 12.262

4 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 21.100

5 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 24.541

6 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 25.424

7 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ J. アレジ BS 25.776

8 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 41.315

9 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 43.007

10 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 1Lap

11 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1Lap

12 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 1Lap

13 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 3Laps

— 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 39Laps

— 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 81Laps

Pos. No. Car Driver Tyre Total Time

1 36 au TOM’S GR Supra 山下健太／坪井翔 BS 2’35.561

2 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 中山雄一／関口雄飛 BS 2’35.787

3 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 牧野任祐／山本尚貴 BS 2’35.883

4 38 KeePer CERUMO GR Supra 大湯都史樹／石浦宏明 BS 2’35.986

5 14 ENEOS X PRIME GR Supra 福住仁嶺／大嶋和也 BS 2’36.212

6 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 2’36.246

7 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 2’36.434

8 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 佐藤蓮／大津弘樹 BS 2’36.527

9 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 2’36.548

10 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 太田格之進／塚越広大 BS 2’36.574

11 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ J. アレジ BS 2’36.860

12 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 名取鉄平／松田次生 YH 2’37.345

13 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 大草りき／伊沢拓也 DL 2’37.583

14 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 2’39.550

— 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 松下信治／野尻智紀 BS No Time

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 36 坪井翔／山下健太 23

2 39 関口雄飛／中山雄一 17

3 100 山本尚貴／牧野任祐 12

4 38 石浦宏明／大湯都史樹 8

5 23 千代勝正／ロニー・クインタレッリ 6

6 3 高星明誠／三宅淳詞 5

7 37 笹原右京／ジュリアーノ・アレジ 4

8 8 野尻智紀／松下信治 3

9 16 大津弘樹／佐藤蓮 2

10 64 伊沢拓也／大草りき 1

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2024 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています




